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開発成果

非水系CNF材料の開発
～脱水やCNF疎水化プロセスを経ないCNF高分子複合化材料の開発～

●…名古屋工業大学…准教授　山本勝宏　　●…東亞合成株式会社　髙田じゆん

成果概要

これまでの CNF 複合材料化では「①水中での CNF 調製⇒②脱水＋ CNF 疎水化⇒③
高分子との複合化」というプロセスが採られていた。しかし、②の部分は技術・コス
トの両面でハードルが高く、実用化を妨げる一因であった。
そこで我々は「高分子原料中で CNF を調製し、それを高分子化することで直接 CNF
高分子複合材料とする」というコンセプトでの材料開発を進めた。
その結果、ポリウレタンの系で上記コンセプトを実現することができた。さらに、
CNF 添加効果として、可使用温度の上昇を見出した（60℃における応力 - ひずみ曲線
参照）。
以上のように、非水系で CNF- 高分子複合化に成功し、その添加効果も確認すること
ができた。
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「成果概要」で示した従来プロセスに比較して、下記
のメリットが得られる。
●高分子原料中でCNF調製を行うので、脱水の必
要がない。

●すでに高分子材料中で分散しているため、CNF
疎水化が必要ない。

●二軸押し出し機などを使わなくとも、CNF添加効
果が出る。

これらのメリットはCNF実用化の上で重要である。

CNFの調製は既存の装置（ナノヴェイタ）を用いた。
新しい技術としては、「CNF分散媒としての適性と、
高分子の原料となりうる物質の選定法」が挙げられ
る。これを適切に行うことで「脱水、CNF疎水化プ
ロセス」を経ないCNFの複合化が可能となる。

CNF添加による流動温度の上昇：CNF添加品ではポリウレ
タンが流動する温度が上昇する。

CNF添加による使用温度の上昇：CNF添加品では60℃でも
ゴム状材料としてふるまう。

引張試験後のサンプル形状：CNFありは引張試験後でも復元
する。
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セルロースナノファイバーを活用した高機能複合材料開発と実用化
～植物由来の先端素材が愛知のモノづくりを進化させる～

参画機関

●…名古屋工業大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…東亞合成株式会社
●…玄々化学工業株式会社
●…富士シリシア化学株式会社

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

セルロースナノファイバー（CNF）は植物由来という特長と強度特性から、環境負荷の小さい材料として応用が
検討されている。最近では自動車の車体軽量化のための補強繊維材料として注目されており、そこで重要になる
のが「①物性発現に適した形状のCNF調製技術」と「②CNFと高分子材料の複合化技術」の2つである。
そこで、我々は上記 2 点を押さえてのCNF 実用化検討を行っている。①については水中で高アスペクト比の
CNFを得ることができ、水系塗料への添加効果を確認している。また、②に関しては、高分子原料中で直接
CNF調製を行い、それをCNF高分子複合材料とすることで補強効果を確認している。この複合材料は自動車
内装用の人工皮革としての応用を考えている。

●非水系CNF材料の開発
●無機/CNF複合化技術の開発

●CNF混合建材用塗料の開発

●…東亞合成株式会社　R&D総合センター　基盤技術研究所　髙田じゆん

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

複合材料としてのCNF活用は様々な要素が関係してお
り、1つの組織でそれらすべてをカバーすることは難し
い。今回のプロジェクトはあいち産業科学技術総合セ
ンター、名古屋工業大学、関係企業数社の協力体制
であり、それぞれの得意分野を集めての検討が進めら
れた。
ただ、複数の組織が関係することによる調整の難しさ
を感じる場面もあった。これをうまく進めることが、今
回のようなプロジェクトを成功させる鍵であると思う。

「①CNF調製技術」に関しては、CNF含有スラリー調
製の検討と、それを用いた水性塗料の検討を進めてい
る。参加企業内に塗料メーカーがあり、上記検討の成
果が県内産業への直接的なフィードバックとして期待
できる。
「②CNFと高分子の複合化技術」では、自動車内装用
人工皮革の補強材を目指しており、自動車産業への波
及効果が期待できる。また、今回の知見を踏まえ、検
討企業内での他用途探索も進めていく。

東亞合成株式会社
髙田じゆん

名古屋工業大学
山本勝宏
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